
会 

告 
 

地
方
史
研
究
協
議
会
創
立
七
五
周
年
記
念
祝
賀
会
の
開
催
に
つ
い
て 

 本
会
が
一
九
五
〇
年
に
創
立
さ
れ
て
か
ら
今
年
で
七
五
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
ま
し
て
、
皆
様
に
、
ご
参

集
い
た
だ
き
、
本
会
の
活
動
を
ふ
り
か
え
る
と
と
も
に
、
今
後
の
さ
ら
な
る
発
展
を
期
し
て
、
左
記
の
と
お
り
祝
賀
会
を

催
し
た
く
思
い
ま
す
。
年
末
で
の
開
催
日
程
に
て
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
多
用
の
時
期
か
と
は
存
じ
ま
す
が
、

万
障
、
お
繰
り
合
わ
せ
い
た
だ
き
、
ご
参
集
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 

記 

一
、
日 

程 

二
〇
二
五
年
一
二
月
一
三
日
（
土
） 

 

一
、
第
一
部 

集 

会
「
地
方
史
研
究
協
議
会
の
運
営
と
地
方
史
の
現
場
」 

午
後
一
時
三
〇
分
～
五
時 

会 

場 

日
本
大
学
通
信
教
育
部
一
号
館
五
階 

五
一
講
堂 

 
 

 
 
 
 
 
 

（
〒
一
〇
二―

八
〇
〇
五 

東
京
都
千
代
田
区
九
段
南
四
丁
目
八
番
二
八
号
） 

 
 
 
 
 

 

【
交
通
（
最
寄
り
駅
）】
東
京
メ
ト
ロ
有
楽
町
線
・
南
北
線
「
市
ヶ
谷
駅
」
よ
り
徒
歩
二
分 

都
営
地
下
鉄
新
宿
線
「
市
ヶ
谷
駅
」
よ
り
徒
歩
二
分 

Ｊ
Ｒ
中
央
・
総
武
線
「
市
ヶ
谷
駅
」
よ
り
徒
歩
三
分 

趣 

旨 
 

本
年
は
、
地
方
史
研
究
協
議
会
が
一
九
五
〇
年
に
創
立
さ
れ
て
か
ら
七
五
年
を
迎
え
る
節
目
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

こ
の
間
に
、
各
地
の
地
方
史
研
究
者
及
び
研
究
団
体
相
互
間
の
連
絡
を
密
に
し
、
日
本
史
研
究
の
基
礎
で
あ
る
地
方
史

研
究
の
推
進
を
目
的
に
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
各
地
で
大
会
や
研
究
例
会
、
日
本
史
関
係
卒
業
論
文
発
表
会
な
ど

を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
資
料
保
存
運
動
を
展
開
し
て
、
地
方
史
研
究
推
進
の
環
境
整
備
・
発
展
に
努
め
て
き
ま
し
た
。 

戦
後
か
ら
一
九
九
〇
年
代
に
か
け
て
各
地
で
は
、
地
方
史
研
究
団
体
の
活
動
、
史
料
保
存
運
動
が
展
開
し
、
自
治
体

史
編
纂
が
進
み
、
多
く
の
文
書
館
、
博
物
館
・
資
料
館
な
ど
の
資
料
保
存
・
利
用
機
関
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
一

方
で
、
そ
の
後
、
史
料
保
存
機
関
の
運
営
上
の
諸
問
題
や
、
ま
た
地
域
に
よ
っ
て
は
地
方
史
研
究
者
の
担
い
手
不
足
な

ど
、
地
方
史
の
現
場
に
お
い
て
新
た
な
変
化
と
問
題
が
あ
ら
わ
れ
て
き
ま
す
。
そ
う
し
た
現
場
の
状
況
に
対
応
し
て
、

本
会
は
、
一
九
八
〇
年
代
末
～
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
大
会
運
営
の
進
め
方
や
、
運
営
体
制
を
変
化
さ
せ
て
き
ま
し
た
。 

近
年
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
文
化
財
保
護
法
改
定
、
博
物
館
法
改
正
に
よ
る
文
化
財
行
政
の
変
化
、
開
発
と
文

化
財
保
存
の
問
題
、
歴
史
教
育
に
お
け
る
『
歴
史
総
合
』
導
入
、
国
立
公
文
書
館
に
よ
る
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
認
証
制
度
に

よ
る
認
証
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
の
誕
生
な
ど
、
地
方
史
の
現
場
の
環
境
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
な
か

で
、
現
在
、
本
会
も
そ
う
し
た
変
化
に
対
応
し
た
運
営
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
、
創
立
七
五
周
年
を
機
に
、
特
に
一
九
八
〇
年
代
か
ら
現
在
ま
で
を
中
心
に
地
方
史
研
究
の
促
進
・
資
料
保

存
運
動
、
大
会
開
催
の
こ
と
な
ど
を
ふ
り
か
え
り
、
地
方
史
研
究
の
現
場
の
状
況
も
ふ
ま
え
な
が
ら
、
地
方
史
研
究
を

推
進
さ
せ
る
た
め
の
課
題
と
と
も
に
今
後
の
本
会
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ま
と
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

報 

告 

 
   

橋
詰 

 

茂
（
香
川
） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

地
域
か
ら
の
発
信
を
ど
う
受
け
止
め
、
展
開
し
た
か
！―

半
世
紀
を
顧
み
て
の
提
言―

 

今
野 

 

章
（
山
形
） 

 
 
   

大
会
開
催
が
も
た
ら
し
た
影
響
と
そ
の
後
の
交
流
に
つ
い
て
～
第
六
二
回
（
庄
内
）
大
会
か
ら
～ 

伊
藤 

暢
直
（
東
京
） 

 
 

あ
る
転
換
期
～
一
九
九
六
年
第
四
七
回
（
東
京
）
大
会
の
前
後 

新
井 

浩
文
（
埼
玉
） 

 
 
 
 

地
方
史
研
究
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら―

近
年
の
本
会
の
取
り
組
み
と
史
料
保
存―

 

質
疑
・
討
論 

 
 
 
 
 
 
 

       

参
加
費 

無
料    



  

一
、
第
二
部  

懇
親
会 

午
後
六
時
～
八
時 

会 
場 

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
（
私
学
会
館
） 

阿
蘇
・
霧
島 

（
〒
一
〇
二―

〇
〇
七
三 

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
四
丁
目
二
番
二
五
号
） 

【
交
通
（
最
寄
り
駅
）】
東
京
メ
ト
ロ
有
楽
町
線
・
南
北
線
「
市
ヶ
谷
駅
」
よ
り
徒
歩
二
分 

都
営
地
下
鉄
新
宿
線
「
市
ヶ
谷
駅
」
よ
り
徒
歩
二
分 

Ｊ
Ｒ
中
央
・
総
武
線
「
市
ヶ
谷
駅
」
よ
り
徒
歩
二
分 

会 
 

費 
 

一
万
円 

 

■
地
方
史
研
究
協
議
会
創
立
七
五
周
年
記
念
祝
賀
会
会
場
の
ご
案
内
■ 

 

日
本
大
学
通
信
教
育
部
１
号
館
／
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
（
私
学
会
館
） 

                            

◇
申
込
フ
ォ
ー
ム
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
と
っ
て
い
た
だ
く
か
、
地
方
史
研
究
協
議
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
お
願
い
い
た
し
ま
す
） 

   


